
【別添６-１】被用者保険の被扶養者情報と被保険者台帳との突合処理 

 
後期高齢者医療広域連合で被扶養者の保険料軽減措置判定を行うために、被扶養者

の情報が必要となります。そのため、広域連合は被扶養者の情報を支払基金から取得

し、被保険者台帳との突合処理を行います。 
 

・突合項目について 

  ①加入保険者番号 ②漢字氏名 ③カナ氏名 ④生年月日 ⑤性別 の５項目を予定。 

   ※制度施行時については、「老人保健情報」の加入保険者番号により、国保加入者を被保険

者台帳の突合対象者から除外する。 

   ※突合項目、突合しなかった場合の絞込みについては現在検討中。 

 
 保険者／支払基金／広域連合のデータの流れ 
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※支払基金（本部）は保険者か

ら取得した被扶養者情報を後期

高齢者医療広域連合に送付す

る。 
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※保険者は被扶養者の情報を支

払基金に送付する。 
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 ：被扶養者情報 
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